
たかねまちづくり協議会事業評価シート 

担 当 部 会 名 健康福祉部 

１ 事業の位置付け (Ｐｌａｎ) 

事 業 名 地域の茶の間支援 
事業 

番号 
5-(2) 

個別 

番号 
① 

まちづくり計画書

の 基 本 方 針 

□(1)地域資源調査を行い、その結果を情報発信する。 

□(2)地域の人々が相互の交流と理解を深めるための場や歌をつくる。 

□(3)美化活動を推進し、美しい自然や景観を守る。 

□(4)地域防災の仕組みを具体化させる。 

■(5)支え合いを大切にして、みんなが元気で安心して暮らせる仕組みをつくる。 

□(6)農業振興を図り、若者の定住に繋がる取り組みを行う。 

取組みの方向性や 

実施する事業 

地域の茶の間の活用拡

大を図る。 

計 画 年 度 ※ 

実 施 年 度 ● 

H24 H25 H26 H27 H28 

※ ● ※ ● ※ ●  ●  ● 

 

２ 事業の実施 (Ｄｏ) 

事
業
の
内
容 

概 要 

高齢者の健康増進やコミュニケーションの場として地区内各集落で「地域の茶の

間」を設立した。開催経費の一部を上限10,000円として支援。 

H24⇒高根、中原、黒田設立、事業開始、高根・中原・黒田の茶の間交流会 

H25⇒黒田、中原設立 

H26⇒薦川、朝日中野、岩沢設立 ※全集落で設立 

対 象 高根地区住民 

事 業 期 間  

成 果 指 標 なし 

成 果 高齢者の生きがい対策につながった。 

課    題  

経
費
及
び
指
標 

項 目 H24 H25 H26 H27 H28(見込) 合計 

経費 (千円 ) 40 25 45 40  150 

会 議 回 数 5 1 1 1  8 

会 議 人 数 30 7 7 6  50 

支 援 集 落 3 5 8 5  21 

支援額(千円) 15 25 40 40  120 

全体アンケート     ●  

 結 果 設問なし 

 

 

 

 

 



３ 事業の視点別評価 (Ｃｈｅｃｋ) 

達 

成 

度 

成 果 の 達 成 度 □達成度はかなり高い ■達成度はやや高い □達成度は低い 

(上記選択の理由) 

予算が少ないので、支援があるといろいろな事業ができる。 

 

必 

要 

性 

実 施 の 必 要 性 □必要性が高い  ■必要性が今後高まっていく □必要性が低い、ない 

(上記選択の理由) 

予算上助かるので今後もやってほしい。 

 

まち協が関与する妥当性 ■関与すべき   □集落で実施すべき  □団体等で実施すべき 

(上記選択の理由) 

他団体などでは財源がない。 

 

効 

率 

性 

対象・手段の妥当性 □妥当   ■改善の余地あり   

(上記選択の理由) 

要項改正により、使いやすい制度にできる。 

 

事 業 費 の 削 減 余 地 □削減の余地あり ■削減の余地はない 

(上記選択の理由) 

事業が広まり、ニーズが高まってくることが予測される。 

 

人 員 の 削 減 余 地 □削減の余地あり ■削減の余地はない 

(上記選択の理由) 

人的支援はないので現状のままでよい。 

 

成 果 の 向 上 余 地 ■余地あり □余地がある程度ある □余地はほとんどない 

(上記選択の理由) 

要項改正により、「使える制度」になることを目指す。 

 

 

４ 事業の改革・改善の方向性 (Ａｃｔｉｏｎ) 

内
部
評
価
結
果 

今後の改革の方向性 

 □現状継続  ■見直しのうえで継続 ⇒ 今後の方向性：■拡大 □他の事業と統合 □縮小 

 □休止    □廃止(発展的解消含む、実施取りやめを含む) 

(上記方向付けの理由) 

 今後、ニーズが高くなってくることが予想される。 

(改革・改善の内容とそれを実施していくための手段・計画) 

 支援額の増額などの要項改正。 

 


